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児童が，自ら進んで、生涯にわたって心身ともに健康な生活を実践しようとする態度を身につけ

るためには，生活習慣の改善に向けて意志決定し，課題解決のための行動目標を設定し，行動変

容を行い，その過程で絶えず方法や成果を評価し，健康的な生活行動を維持しようとするなど自

分の生活行動をコントロールする力を身につけることが必要である。また自分の課題を解決する

ためには，目標設定をして行動を変容するスキルである「目標設定スキル」を獲得することが必

要である。さらに児童の生活習慣は家庭生活や学校生活と密接な関係があるため，行動変容の過

程において教師が支援を行うのみでなく，家庭の協力や友達の支援を十分に得て，話し合いをし

ながら行動変容を図る(サポートを活用する)学習プロセスが有効であると考えられる。

そこで小学校3年生の保健学習「毎日の生活とけんこう」の単元を通して，目標設定スキルを

身につける方法の工夫やセルフモニタリングシートの活用などの行動変容技法を導入して生活習

慣の改善を図る学習フ。ロセスを作成し，家庭との連携のもとに実践を行ったので、報告する。

E 研究の方法

1 生活習慣改善のための目標設定を行う学習プロセスの作成

健康行動理論の一つである「ヘルス・ブリーフ・モデル(健康信念モデ、ル)J 1) (Rosenstock， 

Becker)では，人が健康にょいとされる行動をとる可能性を高めるには， (条件1:) ["健康につ

いてこのままではまずしリという「危機感」を感じることと， (条件2:) ["健康のための行動を

とることのプラス面が，マイナス面よりも大きいu在感じることの2つ条件が必要で、あるとされ

ている。また「変化のステージモデノレJ2) (Prochaska， DiClemente)は，人の行動が変わりそれ

が維持されるには5つのステージを通ると考え，対象者が現在どのステージにいるかによって有

効な働きかけ(介入)の方法が異なるとする理論である。

故に行動変容を促すためには，健康であることが当たり前であり，生活習慣を改めることへの

意識が薄い児童(無関心期)に健康を損なうと将来の希望や夢の実現が難しくなることに気付か

せ，健康を損なうことへの危機感や健康の大切さを強く感じさせることにより，健康について学
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習する意欲を高める必要がある。そして行動を変えるために健康な生活の仕方について実践に結

び付くような知識を学習させ，何が障害となって行動変容で、きないのかに気付かせる(関心期)。

さらに児童が学習や経験で得た知識をもとに自分の生活を振り返って課題を発見し，自ら行動変

容のための目標と評価規準を設定する(準備期)。そして教師や保護者，友達などのサポートを受

けながら行動変容のための実践を行し、(行動期)，その実践を評価規準に基づいて自己評価するこ

とを繰り返すことにより健康な生活習慣を維持(維持期)できるようにしたいと考えた。

【表1】 5つのステージと，ズテージを上げるための働きかけ3)

ステージ 時 期 次のステージに進んでもらうための働きかけ

6ヶ月以内 行動変容の必要性を自覚してもらうことを目標にする。

無関心期
に行動を変 対象者の病気や健康行動に対する知識を増やし，行動変容することの

える気がな 利点、や行動変容しないことのリスクを説明する。病気や健康行動に対

い時期 する対象者の考えや気持ちを表現してもらう。

6ヶ月以内 動機づけと行動変容に対する自信をより強く持ってもらうことを目標

関心期
に行動を変 にする。 I

える気があ 行動を変えることに対して，何が障害になっているかを話し合う。行|

る時期 動変容に対する情報を提供し続ける。

1ヶ月以内 行動計画を立てることを目標にする。

準備期
に行動を変 行動変容の決意を固めてもらい，話し合いの上，対象者にとって具体|

える気があ 的で達成可能な行動計画を立てる。

る時期

行動を変え 行動変容の決意が揺るがないようにフォローすることを目標にする。

行動期 て6ヶ月以 行動的な技術トレーニング(褒美，セルフモニタリング)ソーシャル

内の時期 サポート(社会的支援)を利用する。

行動を変え 再発予防のための問題解決を目標にする。

維持期 て6ヶ月以 問題解決の技術と社会的，環境的支援，セノレフモニタリングやソーシ

上の時期 ヤノレサポートを利用する。
」

2 セルフモニタリングシート

児童に生活習慣改善のための目標設定スキルを獲得させる手段として，セノレフモニタリングシ

ート「チャレンジカードj を作成したセルフモニタリング法Jは行動変容技法の一つであり，

児童自身が日々の行動チェック(セルフモニタリング)を行いながら， 目標設定スキルや問題解

決スキノレなど，行動変容に必要なスキルが身につけくようにするものである。

本研究ではセルフモニタリングに用いる目標を，児童が自分の生活を振り返って個々に設定し

た目標とし，その達成率によって自己評価を行うよう工夫した。この方法により個々の児童の実

態に合った目標設定が可能となり，児童が主体的に生活習慣改善に取り組むことができる。また

教師は児童の実態把握が深まり，個に応じた指導が可能となる。また生活習慣の改善における具
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体的な評価基準と尺度が明確になるため，児童の自己評価の客観性が高まり，形成的評価を適切

に行うことができる。さらに養護教諭と担任教師がTTで指導にあたる場合も，個々の児童の行

動目標や到達状況を共通理解することが可能となるため，授業後も個別の保健指導・保健管理に

生かすことができると考えた。
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図1 セルフモニタリングシート「チャレンジカード」

3 家庭における社会的サポートの活用

児童の健康的な生活習慣の形成には，保護者をはじめとする家庭の生活習慣が大きな影響を与

えるため，実践にあたり以下のような方法で保護者の協力を十分に得ることができるようにした。

a 学年だよりや文書で，保護者に実践の意義や目的を理解してもらえるようにした。また，同

時期に開催された学年活動においても，担任より協力依頼をしてもらった。

b 行動目標の作成にあたっては，授業時に作成し正チャレンジカードを家庭に持ち帰り，児童

が設定したチャレンジ目標を保護者と一緒に見宜し，保護者のアドバイスを受けて目標を修

正できるように，目標作成のプロセスを工夫した。

C チャレンジカードには，チャレンジ開始時の保護者との話し合いの有無とチャレンジ目標修

正の数，毎日の実践後の保護者のサイン，実践後の保護者の感想、を記入する欄を設けた。

d 健康や生活習慣についての保護者の意識を高めることで，児童が行動変容するための家庭の

サポートを強化したいと考え，保護者向け健康だよりを作成し発行した。
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4 授業実践

(1) 単元名 小学校3年生「毎日の生活と健康J(保健)

(2) 児童の実態

社会の急速な進展に伴う生活様式などの変化が，児童生徒の心や体の健康に様々な影響を及ぼ

し，心の健康問題や生活習慣病，薬物乱用などの健康に関する現代的課題が増加している。中で

も睡眠不足や食生活の乱れ，運動不足など生活習慣の問題は，将来の生活に重大な影響を与え，

目標や夢の実現を妨げる。しかし，子どもたちは健康であることを当たり前ととらえており，健

康を損なうことへの危機感や健康の大切さを十沿認識できていない。基本的な生活習慣について

も家庭の意識に左右されることが多く，自ら生活習慣を改善することへの意識は薄い。一方で，

小学校3年生の時期は，幼児期から少年期へと移行する時期であり，活動的で，知的理解力や社

会性の発達が著しい。自己中心的な考え方から，個と集団を意識できるようになり，自分を取り

巻く環境についてもある程度客観的にとらえられるようになる。このような時期に，自分の生活

習慣を振り返って，良いところと改善すべきところを見極め，行動目標を設定する力を身につけ

させ，行動変容に結び付けたいと考えた。そこで自分の生活習慣を振り返る手だてとして t1 前

日と当日朝の生活リズムに関する質問Jt 2 生活の中で睡眠・運動・食事がしめる時間 (3日間)J

を事前に記入させた。第2次の授業で自分の生活を振り返って行動目標を設定する際の資料とす

るための質問項目であったため，生活習J慣を全て網羅した調査ではなかったが，児童の生活習慣

の課題がいくつか明らかになった。「体育以外の運動や外遊びをしたかJt入浴したかJt朝食をし

っかり食べたかJt一日元気に過ごせたか」とし寸質問項目は， 80%以上の児童が「はしリと答え

ていた。一方で、就寝時刻は夜10時が最も多く，男子の48.4%，女子の50.0%をしめていた。 10時

以降は男子16.1%，女子12.7%であり，就寝時刻が遅いことがわかる。起床時刻は7時が最も多

く，男子48.4%女子41.7%で， 7時半以降に起床する児童も3.2%いた。小学校3年生という年齢

から，睡眠時間は9時間程度は必要であり，起床時刻も，登校時間の 1時間前には起きて朝食や

排便，身支度を整えることが望ましいと思われる。起床時聞が遅いことから睡眠時聞は9時間確

保できている児童が多いが，起床して登校するまでの時間が短いため，排便や歯みがきなどが十

分実践できない原因となっていると思われる。生活のリズムを整えるという観点からも，就寝時

刻を早めて起床時刻を早める，早く就寝するために，それまでの生活行動を工夫するといった睡

眠に関する習慣の改善を重点、において取り組む必要性を感じた。

(3) 単元の目標

健康の大切さを認識するとともに，健康によい生活の仕方が理解できるようにする。

O 毎日の生活と健康とのかかわりについて関心を持ち，自ら健康的な生活を送るため，進んで

学習に取り組むことができるようにする。<関心・意欲，態度>

O 毎日の生活と健康とのかかわりについて，自分の生活を振り返って課題を見つけ，課題の解

決を目指して考え，判断できるようにする。<思考，判断>

O 毎日を健康に過ごすためには，食事，運動，休養及び睡眠の調和のとれた生活を送ったり，

体の清潔を保ったり，生活環境を整えたりする必要があることを理解できるようにする。

<知識・理解>
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(4) 指導計画 ※評価計画については省略

3年生保健学習 f毎日の出舌とけんこうJ揖書面

時間 主怠学習活動 学習プロセス ステージと活用
した行動変容技法

輔官 生活チェック表1の記入指導 (養護教諭) 、 !偏
関

l健康を損なうと将来の希望や夢の実現が難しいこ 健康の大切さの認識 ヘルス・ピリーフ・モl，D 
とに気付き，健康の意義や大切さを認識する。

デ意ノ動レコC高脅威揚の認識 l戸期
2バランス良い食生活，適度な運動習慣，十分な休 健康な生活の仕方に

養・睡眠など健康な生活の仕方について学習する。 関する知識の学習

'期関1) 1 3生活の仕方と体調の関係について考える。
目 4学習のまとめをする。
の ~ 
生 l前時の復習をする。 ヘルス・ビリーフ・モ

活 2生活チェック表の記録をもとに，自分の生活習慣 自分の課題発見 持レ(.:罷樹全¢認識 準
の を振り返り，自分の課題に気付く。 意識の高揚，自己の

備仕 3課題を解決するための個々の行動目標(チャレン 行動目標の設定 再評価

方 2 ジ目標)を各カテゴリー(食事・運動・睡眠)ごと セノレフモニタリング 期
に3つずつ決めて，セルフモニタリングシート(チ 行動計画を立てる
ャレンジカード)に記入する。 目標設定スキル /、、
4チャレンジの結果を自己評価するための判定基準 コミットメント
と計算の仕方を知る。

5グループの中で個々のチャレンジ目標を発表し， サポート(友達) 社会的サポートの
アドバイスし合う。 向上(友達)

行6実践について見通しを持つ。

l家庭での介入と行動目標修正を確認する。
動

行動変容チャレンジ コミットメントの:: 
実 2チャレンジカードの点検と実践の強化を行う。 強化・サポート 社会的サポート 期

践 3保護者・教師が実践できたことへの強化や次回の 保護者・教師の評価 向上(家庭)

中 課題についてアドバイスしたり，感想、等を記入す 強化
る。

1チャレンジカード1の実践を自己評価し，感想を 自己評価(保護者・教
発表する。 師の評価)
2健康な生活のためには，体を清潔にしたり，生活 健康な生活の仕方に

体 3 の環境を整えることが必要なことに気付く。 関する知識を学習

の 3体をきれいにする方法や，生活の環境の整え方に
清 ついて学習する。

潔 4新しいチャレンジ目標を加えたチャレンジカード 行動目標の設定
や 2を作成する。 セルフモニタリン

維か
ん 1チャレンジカード2の実践を自己評価し，感想を 自己評価(保護者・教 持
き 発表する。 師の評価)

よ 2新たにチャレンジカード3を作成する。 行動目標の設定 目標設定スキル 期

つ 413学校や家庭で行われている健康を守る活動につい 健康な生活の仕方に セノレフモニタリング
て考える。 関する知識を学習
4保健室で行われている学校保健活動について考え
る。

5学習をまとめる。

事後 1チャレンジカード3の実践を自己評価をする。 自己評価(保護者・
2生活チェック表2記入 教師の評価)

三±ゴ
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の学習プロセスにおける行動変容技法の導入保健学習「毎日の生活と健康J(小学校3年生)

学習活動の記録(5) 

どんなこと健康な生活って，第1時

健
康
の
大
切
さ
の
認
識

教師の支援と児童の反応

健康でないと将来の希望が実現できないことに気付かせる。 j

「オノレモくんの将来の夢は，宇宙飛行士になることです。どんなこ
とに気をつけたらいいですか?J

⑮宇宙飛行士になる者学

ヘ行く!

訓練を受ける!

性と歯があるとなれないよlJ

|@健康なからだかな? ( 

"*健康とは病気でないということだけではなく，元気にいき
いき生活できること，心も元気であることJに気付かせる。
安保健学習では，生涯にわたって健康で生活するための学習をし
ていくことを知らせる。(※保健学習の導入)

ト健康によい生活のために必要なことを発表させる。

女児童から出された項目は，食事，運動，睡眠，その他に分けて
掲示する0
・健康によい生活の仕方について，自分の考えを書いたり，発表
しようとしている。<関心・意欲・態度>

1 r健康Jとはど
んな状態をいう
のかを考える。

2健康によい生活
のために必要な
ことを話し合う 0

• rオルモくんにア
ドノ弓イスしよ

う!J 

学習活動

健
康
な
生
活
の
仕
方
の
学
習

@毎日3回食事する，ビタミン，たん
ぱく質，カルシウムをとる，おかし

を食べすぎない，バランス良く食べ

る，好き嫌いしない

@外から帰ったら手洗い，

うがいをする，

歯をみがく

@よく寝る、早寝早起き薗副島』

遅くまでテレビを見定り TF烹
ゲームをしない 同駒込L党Y

@運動する、外で遊15¥，
楽しく遊13，テレビを見
すぎない，時間を決め

て運動する

毎日を健康に過ごすためには，食事や運動，休養や睡眠の調i

和のとれた生活を送る必要であることを理解させる。

3健康な生活のた
めには食事や運
動，休養や睡眠
の調和のとれた
生活が必要で、あ

ることを知る。 大食物に含まれる栄養素が体をつくっ
たり，元気に活動する力のもとにな
ることを知らせる。
大運動をするこ、とによって骨や筋肉

が丈夫になったり，身長や体重の
バランス良く成長することを知ら
せる。
大睡眠や休養を十分とらないと，
疲れやすくなって学習に身が入らなかったり，病気になりやす
くなったりすることを知らせる。U1 
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の学習プロセスにおける行動変容技法の導入保健学習「毎日の生活と健康J(小学校3年生)

教師の支援と児童の反応

ト食事、運動、腫眠について気をつけるとよいことについて，さi
らに意見を出し合い、できるだけ具体的な目標を出せるようにi
支援する。 、 i 

大食事，~.". :.:o...r. ~ft~~.~..;....1 r'~運動:
好き嫌し1じなじ，;郭ごはんを11休み時聞は外で遊ぷ. 1時間
食べる，甘い物を食べすぎない.11 程度の運動をする，外で遊ぶ，

インスタントの物!かり食べな11¥テレビやゲームばかりしな
い，バランス良く食べる，よく11い，水分をとる，ごろごろし
かんで食べる，野菜をだくさんけ ない，友達をさそって運動す
食べる，牛乳を飲む等 八三百など

大睡眠:

夜早く寝る，朝早く起きる，

自分で起きる，体を休める，

遅くまでテレピやゲーム

しない，等

4健康な生活の仕

方について気を

つけるとよいこ

とについて，さ

らに意見を出し
合い，ワークシ

ートに記入す

る。

麦

l 
4也h 
j宏，
d 

正
忘
マ
=三E 

令匂午

? 
F 

τ 
J忌巴

1、k 
芝
.~ r 
寸‘
、

噌令b 

Aよt . 九

g 
ら

8 
?点《

ιd 神

民

't E 
ピ

司4ι 
宮守ぜ

?
5
2
5
u
E
必

至

、

3
7
3
f
a
q
k
g
d
Z
Z
4
2
9
6
V
芸
霊
童
幸
弘
法
重
窓
窓
歩
下

学習活動

健
康
な
生
活
の
仕
方
の
学
習

-体調をくずして保健室に来室した子の「体のようす』と「生活のi

しかた」を提示，グループごとにケーススタディをさせる。

轡

5生活の仕方と体

調の関係につい

て考える。

先生，あたま泊Tいたくて，
ふらふらするんです.伝副|

: .きょうの学習でわかったζ とをワークシートに記入する。

女食事，運動，睡眠のそれぞれが調和のとれた生活を送ることが

大切であることをおさえる。

6学習のまとめを

する。

'1 ~')'J.(J折、 υ~I進対日

イホザr;IJ~々 {j.向辺、;;;i物収;縦約少蛾BJ;
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1 
保健学習「毎日の生活と健康J(小学校3年生)の学習プロセスにおける行動変容技法の導入

元気アップ大作戦をしよう第2時

自
分
の
課
題
発
見

教師の支援と児童の反応

2 自分の生活を振

り返り，健康な
生活を送るため

に目標をたてる
学習であること

を知る。

: .前時の学習から，毎日を健康に過ごすためには生活の仕方にi

気をつける必要があることを確認する。

@食事をバランスI(⑮たくさん運動il@体を休める
里三重竺る ~lをする Jl 早寝、早起きをする

ト健康な生活のため，:1ま，自分の生活の仕方を振り返って課題をi
見付ける必要があることに気付かせる。

長長ぷ~"'C・一 EI…一戸駅は，好ききら\Z
で起き表立~II いが多い。野菜を
~ 至竺リl金べないと・・・

l前時の復習をす

る。

学習活動

行
動
目
標
の
設
定

食事，運動，睡眠・休養について，それぞれ3項目づっ，個々i

の生活の仕方にあったチャレンジ目標を記入する。

大自分の生活の仕方を振り返り，気付いたことを話し合う。

大健康な生活のために気をつけることを発表する。

l チャレンジも〈ひょうのかきかた

「ぷ金議議;.~:~Il
…問、鵠ベる I i 
禽 iJae食べる U 
!-1a2巴A.eCO語お「

う記号体み時砲事号とあそびをすも

き窓口マ竺塑岨杢
j11萄個ぐらい遺留する(!*膏誠斜』

??LiT塑時三三里竺杢
陪主主汗! 宅唱跡剖b晶五%前車車をする

閣制! ! ~ゲ-Ãは'層間まで

3チャレンジカー

ド1にチャレン

ジ目標を記入す

る。

大自分の生活習慣の中で，改善レ

たいことを具体的に者えさせる。

大好き嫌いや寝る時刻，起きる時刻，

ゲームをする時間などについて
は，具体的な達成目標が設定で

るよう，例示する。

| 
※実行不可能な巨標や簡単すぎる目

標とならないよう，担任と協力し

て支援する。

⑧ Oを残さない、
O時までに寝る、
O時に起きる、ゲ
ームId:O分までな
ど、具体的な目標

にしてね。

-
行
動
計
画
を
立
て
る

⑧簡単すぎる目標

では，元気アップ

になりませんね。

⑮睡眠をたくさんとる

のは，ぜつだい無理!

⑧「マラソン大会で1
人抜く」なんてどう?

@寝る前にや

ることを工夫レ

てみて!

@rきらいな物を，ひとくち食
ベる」でもいいんじゃない?

@食事ぬ目標が立てられない・
.・好き嫌いがきをいから・.. 
ーーーーーーーー、、-'-'l: 、

トチャレンジの方法，得点の計算方法，保護者との話し合う内容i

について，理解させる。

大1週間チャレンジ目標達成のために努力することと，カード

の記入方法について説明する。
大得点の計算の仕方と，金賞・銀賞・銅賞の評価の仕方をあ

らかじめ示す。

-チャレンジの方

法と得点の計算

の仕方の説明を

聞く。
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の学習プロセスにおける行動変容技法の導入保健学習「毎日の生活と健康J(小学校3年生)

社
会
的
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
(
家
庭
)

教師の支援と児童の反応

-保護者のサポー

トを得る方法に

ついて説明を聞

く。

大家庭に持ち帰り，チャレンジ目標を確認し，スーパーチャレンジ

目標(重点目標)を設定するよう指導する。

大保護者と話し合った結果，チャレンジ目標を修正しでもよいこと

をイ云える
得点の計算のし力‘た

¥ ¥ 

、¥ 銅賞 銀賞 金賞

食しz く 事じ

7会で穂計F得~~点1が ?合で理計得関F点1が
士合30計号型卓開得宗f点lでが還うh ど動う 31点かろ 50点よけ

4q点事で 多い

睡眠・体穫

通錨制碍叫噺持説

学習活動

グループでチャレンジ目標を発表し合い，実現するためのi

手だてについて，アドバイスし合う。

4グソレープの中で

個々のチャレン

ジ目標を発表し

合う。

社
会
的
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
(
友
達
)

大カード、の記入が終わった児童同士でグループになり，チャレンジ

目標を発表し合うことにより実践の意欲を高めさせる。

大チャレンジを成功させるためには，友達や家族の協力を得るこ

とが効果的なことに気付かせる。

@テレビをどうレても遅くまで

見ちゃうんだけど.rお母さんに
時間を過ぎたら消してってたの

めばいいJって.0さんが教え
てくれまレた。

実
践
の
意
欲
を
高
め
る

@ゴーヤがきらいなんだけ

ど，天ぷらにするとおいしい

って.0さんが教えてくれま
した。

@> r野菜を食べると，口内炎に
ならなかったら，体にいいよ」

って教えてもらいましだ。

: .自分の生活の仕方にあった課題を設定し，解決にチャレンジす

ることで，健康な生活を送ろうとする意欲を持たせる。

女家庭にカードを持ち帰り，保護者とチ

ヤレンジ項目を確認し，最も重要な項
目に「スーパーオノレモシール」を貼る

よう指導する。

5行動目標を守っ

て，健康な生活

を実践する意欲

を持つ。
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保健学習「毎日の生活と健康J(小学校3年生)の学習プロセスにおける行動変容技法の導入

(6) 授業後の児童の感想(学習カードの記述より抜粋)

・チャレンジカードやる前は， 11時にねてたり外で遊ばなかったりしたけど，チャレンジカード

を始めて，けんこうってだいじなんだなと思って元気アッフ。をがんばったような気がした。だ

から元気アップにくわしくなった。

・今まで、の生活で良かったところと悪かったところがあるのが保健の勉強でわかったからよかっ

たです。これからも手洗い・うがいなどをして，保健の勉強で、習ったことを生かして，けんこ

うな生活をしたいです。

・チャレンジカードのおかげですいみんや食害，運動に気をくばれました。けんこうじゃなくて

もだいじようぶだと思っていたけど，本当はけんこうじゃないといけないんだな。

・チャレンジカードを始めて，少しずつ体がじょうぶになり，とってもけんこうになりました。

チャレンジカードがなくても，いきいきしてがんばりたいです。また，この保健の勉強は大変

いいな!と思います。チャレンジカードのおかげでくせになり，できるようになりました。こ

れからもずっとつづけていきたいです。

E 授業を通して見えてきたこと

今回作成した学習プロセスでは，児童がセルフモニタリングシートを活用して行動目標を設定

し，行動変容を試み，目標の修正を繰り返すことにより，目標設定スキルを身につけ，主体的に

生活習慣の改善に取り組む態度の育成を試みた。セルフモニタリングシートや学習カードの記述

などから検証したところ，小学校3年生という発達段階から，当初は行動目標の設定に苦労する

児童も見られたが，保護者や教師によるサポートや強化を得て目標設定スキルを身につけ，行動

変容の方法を工夫し，多くの児童が主体的に行動変容に取り組んだことがわかった。また，個々

の行動目標を達成したことが成功体験となり，健康な生活を維持する自信を得たことも伺えた。

実践後の生活習慣の調査では，睡眠に関する習慣を中心に事前の調査より改善している児童が見

られた。

これらのことから，小学校3年生の保健学習において行動変容技法を活用し，授業者である養

護教諭と担任教師，家庭が連携して児童の生活習慣の改善に取り組んだ学習プロセスは，児童に

健康の大切さや行動変容の必要性とその方法を発達段階に即して理解させ，主体的に実践しよう

とする態度を育成するのに有効な学習方法であると考えられる。今後は，他学年への応用を試み

ると共に，学級活動における保健指導や養護教諭による個別保健指導など多様な学習機会を活用

し，継続的な実践の方法を工夫したい。
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